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§１．研究成果の概要 

 

 光ニューラルネットワークの計算基盤技術の構築に向けて、鈴木グループによる数理モデル研

究、谷田グループによる実装研究、橋本グループによるシステム化研究を並行して進めるととも

に、量子ドットなどの蛍光素子から構成される FRET ネットワークや空間光変調イジングマシンの拡

張に関して 3 グループ間の異分野融合研究を進めた。鈴木グループでは、FRET ネットワークによ

る分類・予測等の情報処理に関する数理モデル研究、空間光変調イジングマシンの拡張に関する

数理的・数値的解析、モデルフリーなハイブリッドリザバーFORCE 学習、時間遅れリザバーのメモ

リ容量評価と入力マスク最適化、充足可能性問題の連続時間力学系ソルバへの離散勾配法の適

用、階層的リザバーモデルの構築・解析、リザバー計算の強化学習応用等に関する研究を進め、

その成果は国際会議等で発表した。谷田グループでは、FRET ネットワークの並列リザバーモデル

を提案して時系列予測等の機械学習応用の研究を進めたほか、空間光変調イジングマシンを拡

張して最適化問題に適用する実験により有効性を実証する研究を進めた。橋本グループでは、

FRET ネットワークのシミュレータの高速化、実装アーキテクチャの検討と性能見積りを行ったほ

か、深層学習とリザバーをつなぐ Hidden-Fold Network について国際会議(BMVC 2021)で発表し

た。 
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§２．研究実施体制 

 

（１）鈴木グループ 

① 研究代表者：鈴木 秀幸 （大阪大学大学院情報科学研究科 教授） 

② 研究項目 

・ニューラルネットワークの光実装数理モデル研究 

・ニューラルネットワーク計算原理の数理モデル研究 

 

（2）谷田グループ 

① 主たる共同研究者：谷田 純 （大阪大学大学院情報科学研究科 教授） 

② 研究項目 

・ニューラルネットワークの光実装基礎技術研究 

・ニューラルネットワークの光実装研究 

 

（3）橋本グループ 

① 主たる共同研究者：橋本 昌宜 （京都大学大学院情報学研究科 教授） 

劉 載勲 （東京工業大学科学技術創成研究院 准教授） 

② 研究項目 

・光ニューラルネットワークのシステム機能の研究 

・光ニューラルネットワークのシステム実装の研究 
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